
芦屋室内合奏団

第25回定期演奏会

芦屋仏教会館
（JR芦屋西10分、JR線南側）

，91．9．29（日）　午後3時開演

入場料1，000円



ご　あ　い　さ　つ

一ごね・このたび芦屋室内合奏団も、創立から26年と四半世紀を

越えました。昨年は、皆様の暖かいご声援のもとに、シェ
ーンベルクの名うての難曲をやりとげ、思い出深い定期演

奏会とすることができました。ささやかなアマチュアの、

てこ　ただ室内楽が好きというだけの集まりではありますが、毎

月2回の練習に参集し、26年の永きにわたって延べ90曲に

さ　のぼる古今の名曲を演奏して来ることができました。
「　この活動は、私達ひとりひとりの生活に様々を、大きな

二二意味を与えてくれ、来しかたを振り返ればまた感慨もひと

了しおりものがござLlます。幸いまだ団員の意気も高く、尽
ニソ　きること、のかい音楽の世界ですので、26歳の青年と心も新

二　たに、さらに息長くアンサンブル活動を続けてゆく所存で

ございます。

改めて皆様のご声援に深く感謝いたします。

平成3年9月29日

芦屋室内合奏団
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芦屋室内合奏団メンバー

会長・Vn．橋　本　宗　夫

Vla．高

団長・Vn．鳥　丸　安　雄　　　　　　中

（コンサートマト）　　　　　　信

藤　本　恭　子　　　　　　Bret Spencer

福　永　精　一

．　　　　　　福　永　千江子

ごノ　　　信田貞　夫

ン十㌧　　　　　中 久仁子

V．C．

寿　子　　C．B．中　田　和　夫

和　子　　　　　　　　（部長）

昌　子
Timp．浦　井　　　勲
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プ　ロ　グ　ラ　ム

1　W．A．モーツアルト

W．A．Mozart（1756、1791）

セレナード　第6番　ニ長調　「セレナ
ータ・ノットウルナ」　K．239

マルチア・マエストーソ

メヌエット

ロンド

2　W．A．モーツアルト

W．A．Mozart

セレナード　第13番　ト長調　「アイネ
・クライネ・ナハトムジーク」K．525

アレグロ

ロマンツェ

メヌエット

ロンド

榊休　　　　憩榊

3　A．ドボルザーク

A．DovoraK（1841～1904）

弦楽のためのワルツop．54から　第1番、第4番

4　P．チャイコフスキー

P．LTschaikowsky（1840～1893）

弦楽のためのセレナード　ハ長調op．48
ソナチネ形式の小曲

ワルツ

エレジー

フィナーレ（ロシアの主塔による）



本日の演奏曲目について

◎モーツアルト　セレナード第6番ニ長調「セレナ一夕・
ノットウルナ」

18世紀のザルツブルグやウィーンでは、何かの祝いが

ある度に、屋外で、大規模なオーケストラで、7～8楽

章から在る「セレナード」が演奏されていた。その常識
から言えば、この、1776年、ザルツブルグで、冬場に書
かれた小さな、独奏四重奏対テインパニ付き弦合奏の曲
はかなり異色である。をぜこんを形でなければならなか
ったか、答はをい。「セレナ一夕」も「ノットウルナ」

も同じ「夜の歌」だから、題からして変ではある。しか
し、小さいをがら凝縮された端正を名曲である。曲は伝
統に従い、行進曲のテーマで始まり、両グループの「対
話」ふうにソナタ形式で展開される。第2楽章は例によ
りメヌエット。躍動的をリズムの主題と、シンコペーシ

ョンのトリオ主題によって厳密に構成されている。第3

、日　楽章はフランス風の主題を繰り返すロンドで、合間に個
性的をメロディーがいくつかちりばめられている。

炉

◎モーツアルト　セレナード第13番ト長調「アイネ・クラ

来　イネ・ナハトムジーク」
お祝い用の賑やかな野外音楽であるセレナードを書いて
いたモーツアルトも、このウィーン時代になると、管の

重奏または弦楽合奏へと純化された構成で、4～5楽章
の緊張感のある内面的を曲が多くをる。代表作がこの第
13番で、具体的でドラマチックを歌劇「ドン・ジョバン
ニ」の作曲中に作られているのもモーツアルトらしい。

おそらく、日本で最も有名をクラシック曲であろう。題

は「小さいセレナード」の意味で、もともと5楽章あっ

たが、もうひとつのメヌエットが省かれたとも失われた

とも言う。この最高に純粋化された曲にもう一つのメヌ
エットがあったなら、聴きたくもあり聴きたくもをしと

複雑を心境である。全体に凝った仕組みはないが、才舌気
と優美さが最上のバランスをもっている。第1楽章は明

快で男性的をト長調の分散和音の力強いテーマで始まり
ニ長調で主題を再示したうえで展開部へと、きちんとし

たソナタ形式で発展してゆく。第2楽章は可憐をテーマ
のロマンス。中間部にざわめきの上でヴァイオリンとチ
ェロが短い対話をしたのち、主題がよみがえる。次いで

当時の慣例に厳密に従った、アレグレットのメヌエット

終楽章は軽快をアレグロによるロンド。2つの主題をか
らませをがら、ト長調→ニ長調→変ホ長調と展開し、突

㌧’　然のコーダで乍P象的に終結する。
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◎ドボルザーク「弦楽のためのワルツ」Op．54
第3交響曲で世に認められたドボルザークは、1874年
ブラームスら3人の推薦でオーストリア政府から年金を

得るように在り、これ以後、ブラームスとの親密を関係
が続いた。そのブラームスのハンガリー舞曲に大きを影

響を受け、「8つのスラブ舞曲」を2セット書いている

（作品46及び72）。いずれもボヘミヤやバルカンのスラブ
地方の民俗的を舞曲をもとにしているが、その合間に書
かれた作品54の「弦楽のためのワルツ」も、スラブ・ボ
ヘミヤの香り高い小品集である。演奏される機会の少を

い曲集ですが、今日は、第1番イ長調と第4番ニ長調を

取り上げますので、セレナードの合間にお楽しみくださ
い。

◎チャイコフスキー弦楽のためのセレナードハ長調
Op．48

1875年にドボルザークは「弦楽のためのセレナード」

（op・22）を書き、再びブラームスの推薦で政府奨学金
を得ているが、そのセレナードは「アイネ・クライネ・

ナハトムジーク」をモデルにボヘミヤ風の味を付けたと言

われている。チャイコフスキーも5年後に弦楽のための
セレナードを書いたが、この作品も当然のように、ロシ

アの主題が多く取り入れられている。また、モーツアル
トの後半のセレナードが室内の小規模弦楽合奏向けであ
ったのに対し。この作品は弦5部の大規模弦楽オーケス
トラのために書かれている。全4楽章は、ハ長調→ト長

調→ニ長調と5度ごとに上がってゆき、ハ長調の終曲へ
と戻る構成をとっている。1882年にペテルスブルグ（現
レニングラード、再び旧名のロシア語ペテログラードに

戻るそうである）で初演され、好評であったと彼自身が
記している。

第1楽章はアンダンテの序奏とソナチネ形式のアレグ
ロからなり、最後に序奏が再現される。第2楽章はヨハ
ン・シュトラウス風の洋菓子にフランス香水をかけたよ

うを甘い甘いワルツ。第3楽章はエレジー（悲しい歌）
と題されたラルゲット。終曲は一条の光がさすところか

らロシアの旋律が世界を開いてゆき、軽快をアレグロで
展開してゆく。最後は第1楽章の主題が再現され盛り上
がって終結する。をお余談だが、この曲は、名振付師ジ
ョージ・バランシンによってアブストラクト・バレーに

仕立てられ、世界各地で観賞されている。



◎指揮者　酒井睦雄

桐朋学園高校音楽科を経て昭和46年桐朋学園大学卒業。

その間、クラリネットを北爪利世、二宮和子、F．フックス

各氏に、指揮を故斉藤秀雄氏、秋山和慶の両氏に師事。

昭和46年より相愛オーケストラ、49年より芦屋室内合奏団

指揮者、岐阜県交響楽団常任指揮者。昭和52年、ザルツブ

ルクにて0・スイトナー氏に師事、同年、東京にてS．チェリ

ビグッケ氏のゼミナールに参加。現在、相愛大学教授。

◎芦屋室内合奏団について

昭和40年に中島良能を中心に、関西の大学オーケストラ

の奏者14名によって結成され、団長橋本宗夫宅を本拠地と

して、月2回の練習、年1回の定期演奏会、合宿等を中心

に地味ながら生きの長い活動を続けています。延原武春、

M・Shoemakerらを指揮に迎えましたが、昭和49年から酒

井睦雄を指揮者に迎え、コレリからブリテンにいたる古今

の室内楽を愉しむほか、知名度の低い名曲を紹介するなど、

ユニークな活動を行なっています。サラリーマンが中心で、

夫婦で参加しているメンバーもあって、転勤で一度に2人

が団を艶れたり、年々平均年令が上昇して技術維持と練習

参加が課題になるなど多くの困難に耐えて、練習の集まり

にとどまらず家族ぐるみの親しい交流を通じて音楽を愉し

んでいます。
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岬、－～芦屋室内合奏団定期演奏会の歩み　～～～
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第2回　1967年1月　芦屋市民全館
バッハ・t………■バイオリン協奏曲　No2

ビバルディ……四季より「秋」

レスピーギ……リュートのための古代舞曲とアリア

バーバー………弦楽のためのアダージョ

指揮　中　島　良　能

バイオリン　鈴　江　苑　生

第3回　1967年7月　芦屋市民会館
ビバルディ……合奏協奏曲　OP．3－11

バッハ＝………・ピアノ協奏曲　NGl

チャイコフスキー・弦楽のためのセレナード

相手軍　中　島　良　能

第4回　1968年2月　芦屋市民会館
コレり…………サ▲ラバンド　ジーグ　パディヌり

バッノ＼…………オーボエとバイオリンのための協奏曲

モーツアルト・・オーボエ四重奏曲　X．370

ブリテン………シンプル・シンフォニー

指揮　宮　本　政　雄

第5回　1968年11芦屋市民会館
ビバルディ……四季より「冬」

ポッケl！Trニ…チェロ協奏曲

モーツγトト・ディベルティメント　K・138

指揮　中　島　良　能

第6回　1969年9月　芦屋市民会館
パーセル・・・t…‥組曲「アブデラサール」

パーセル………トランペットとj玄楽のためのソナタ

テレマン………3つのバイオリン、弦楽と通奏低音のたJわの協奏曲
ノ　　　　　　無痛　延　原　武　春　　亘・

第7回1971年11月　夙川公民館
ヘンデル…・・‥‥合奏協奏曲　OP．6－2

ビバルディ‥＝‥合奏協奏曲　OP．3－12

ドボルザーク…弦楽のためのセレナーデ

セミ豆

指揮　奥　田　伸　吾

第8回　1972年11月　芦屋カトリック教会
ビバルディ……調和の霊焙　OP．3－10

ビバルディ……調和の霊感　OP．3－3

バッハ…………プランテンプルグ協奏曲　No3

第‡忘ア；：：芸ミサ返品芸名言hoemakeri；嵐▲r肇
コレリ…………合奏協奏曲　OP．6－1

グリーグ………ホルーくルグ組曲

スーク……‥＝‥弦楽のためのセレナード　OP．6

指揮　M．H．Shoemaker

第10回　1974年5月　芦屋仏教会館
コレリ…＝……・合奏協奏曲　OP．6－7

バッハ…………2つのバイオリンのための協奏曲

へンチリレ…‥＝・・合奏協奏曲　OP．6－5．9

指揮　M．H．Shoemaker

第11回　1975年5月　芦屋仏教全館
パーセル……・1・組曲「アブテラザ1ル」

モーツアルトノ‥ディベルティメント　X．136．X．138

ビバルディ……四季より「春・貢」
ヘンデル…・：…・合奏協奏曲　OP・6‾6

＼指揮　酒　井　睦　雄
バイオリン　曽我部　千恵子

第12回　1977年6月　芦屋仏教会館
ビバルディ……四季より「秋・冬」

テレマン………組曲　イ短調

レスピーギ……リュートのための舌代舞曲とアリア

バッハ…………組曲　第2番

指揮　酒　井　隆　雄

フルート　白　井　美和子

第13回　1978年12月　芦屋仏教会館
コレリ…………合奏協奏曲　OP．6－1

へンチリレ・・‥・…・合奏協奏曲　OP．6－1

モーツアルト‥アダージョとフーガ　X，546

グリーグ…＝…・ホルベルグ組曲

指揮　酒　井　睦　雄
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第14回　1979年11月　芦屋仏教会館
ヘンデル………合奏協奏曲　OP．6－3

エルガー‥‥…‥弦楽のためのセレナーデ　OP．20

ドボルザーク・‥弦1楽のためのセレナーデ　OP．22

指揮　酒　井　睦　碓

第15回　1980年11月　芦屋仏教全館
モーツアルト‥ティベルティノント　K．136

ホルスト＝……弦楽のための組曲「セントポール」

ボッケリーニ‥▲チェロ協奏曲

モーツアルト‥セレナータ・ノ　ソテユルナ　K．239

指揮　酒　井　睦　雄

チェロ　斉　藤　遥　男

第16回　1981年11月　芦屋仏教全館
ビ′ヾルディ……合奏協奏曲　OP．3－11

へンチリレ・……‥合奏協奏曲　OP．6－5

パッ′、t………‥プレリュード　ロ短調

コレリ…………合奏協奏曲　OP．6－6

バルトーク……ジーベンプルケンの踊I）

指揮　酒　井　睦　礫

第17回　1982年11月　松蔭一女子学院大学チャペル
モーツアルト・‥喜遊曲　K．136

モーツアルト・タラリネ、〆卜五重奏曲　K．581

モーツアルト・・喜遊曲　X．334

クラリネット／才糾軍　酒　井　睦　雄

第18回　1984年11月　松蔭女子学院大学チャペル
テレマン………組曲「リラ」

ハイドン………自動オルカ｛ンのための3つの小品

ハイドン………オルカン協奏曲　第2番

ベールマン…・一クラリネットと弦楽五重奏のためのアダージョ

ニールセン…‥可、誌曲　OP．1

1レスピァキ……リュートのための古代那一沖リア＋第3組曲
タラリネノト／指押∴諷　井　隆　雄

オルガン　　　　　　　　鈴　木　雅　明

第19回　1985年9月　松蔭女r・学院大学チャペル
、√　　諸藩′き・バッハ…………プランテンプルグ協奏曲　No3

♪　、・ナ　ノ　　－モーツアルト‥クラリネット五東夷曲

し．▼

鼠J L．＋　＿イ

訴掛

モーツアルト…交響曲　第29番

モーツアルト‥‾ディベルティ　メント　K．136

クラリネット／指・挿　酒　井　睦　雄

第20回　1986年11月　ノ松蔭女十学院大学チャペル
モーツアルト‥ディベルティメント　K．137

ニ＼ンデル………合奏協奏曲　OP．6－6

スーク…・‥‥・‥・弦楽のためのセレナード　OP．6

析揮　涌　井　睦　耗

第21回　1987年6月　風月堂ホール
アルビノ一二・‥シンフォニア　No3

テレマン………組曲　Nol

パガニーニ‥‥・・弦楽合奏のためのロンド

パーノヾ一一………弦楽のためのアダージョ

ヤナーチェク…弦楽合奏のための組曲

指揮　酒　井　隆　雄

第22回　1987年11月　ラボルテホール
バッハ…………管弦楽組曲第3番より

モーツァルト‥アイネ・クライネ・ナハトムジ、－ク

ポロデイン・′…■ノクターン・′・　　　　左

シュトラウス…トリッチ・トダッチ・ポんヵほか

レハール…・…＝ワルツ「金と銀」

指揮　酒　井　睦／雄

第23回　1988年9月　松蔭女子学院大学チャペル
シュターミッツ…マンハイムシンフォニア　第1番
一　グルック…・…‥歌劇「ドン・ジュアン」より

予ジ三者三三：‡三芸…蓋≡三軍三；…；買…軍奏曲
一　　■　－′

措揮　酒　井　睦　雄

第24回1990年6月　芦屋仏教会館
モーツアルト…‥ディベルティメント　ニ長調　K．136

バッハ…・………‥ブランデンブルク協奏曲第き華BWVlO47
ホルスト…………弦楽のための組曲「セント・ボナル」し

シェーンベルク…「浄夜」　Op．4
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